
 

 

《本園の教育目標》 

○元気がある ○自分のことは自分でする 

〇仲良く遊ぶ 〇ものごとに興味・関心をもつ 

〇思ったことを話し、人の話を聞く 

〇体験や考えに感動する 〇工夫して表現する 

令和 7年度(2025)  学校法人鴨下学園 栗島幼稚園 園だより（12月号） 令和 7年 12月 1日（月）発行 
  
 
 
 
 
 
 
 
                     

 

《栗島幼稚園ホームページ》  栗島幼稚園              《Instagram》  kurishima1955  
 

    『 しあわせの居場所 ～ クリスマスの喜び ～ 』 

                               園長  矢田 泰久 
 

去る 11月も保護者並びに地域関係者の皆様のご理解と 

ご協力により、本園の教育・保育活動は充実したものと 

なりました。また、来年度の新入園児も多く与えられ、 

皆様の「栗島いいね！」発信に感謝申し上げます。 
 

さて、「しあわせって、どこにあるんだろうっと？」 

そんな問いかけをしたくなる時があります。忙しい毎日 

の中で、やることに追われ、心が少し遠くへ行ってしま  ＜11/4  巻雲（けんうん）又はすじ雲＞ 

うような時～ふと立ち止まると、その答えは案外身近なところにあるのかもしれません。 
 

童話『青い鳥』（メーテルリンク作）の主人公チルチルとミチルは、クリスマスの前夜にお

隣の裕福な家の明るい窓をうらやましそうに眺めています。そこへ妖精ベリリューヌが現れ、

「病気の娘を救うために“幸福の青い鳥”を探してきてほしい」と頼みます。 
 

二人は「幸福の青い鳥」を探して遠くの世界を旅します。けれど、どこを探しても見つかり

ません。ようやく家に帰りついたとき、ふたりは自分の家の鳥かごの中で、青く光る鳥に気づ

きます。妖精は言いました。「しあわせは、あなたのすぐそばにあるのですよ」と。 
 

幼稚園での子どもたちを見ていると、この物語の言葉を思い出します。お友だちと顔を見合

わせて笑い転げているとき。失敗してもあきらめずに挑戦しているとき。お母さんが作ってく

れたお弁当を大切そうに開けるとき。そこにあるのは、飾り気のない“今この瞬間”のしあわ

せです。子どもたちは、自分でも気づかぬうちに、しあわせの中で生きています。 
 

けれど、その「しあわせの居場所」は子どもたちだけのものではありません。お子さんが笑

顔を見せてくれるとき、保護者の皆さんもまた心が満たされるでしょう。子どもの成長に驚き

時に悩みながらも、日々を共に歩んでいるその時間こそが、家族にとってのしあわせの居場所

なのだと思います。 
 

園も子どもたちにとって、もうひとつの「しあわせの居場所」でありたいと願っています。

安心して自分を出せる場、挑戦しても大丈夫と思える場、そして「だいすき」と言える人がそ

ばにいる場。そんな温かな空間を、私たちはこれからも丁寧に育てていきます。遠くを探さな

くても、しあわせはいつも、私たちのすぐそばにあります。子どもたちの笑顔がその証です。

園とご家庭が心を寄せ合いながら、そのしあわせの居場所を一緒に守ってまいりましょう。 

 

【 お誕生日会 11/11 （10,11,12月生まれ） 】   

 

 

 

 

                                  「大きなかぶ」を披露 

【 年長 ギャラクシティー体験(空気の重さ等)とプラネタリウム鑑賞 11/28 】  

 

 
 
 

 

【年長組】 

おゆうぎ会の劇づくりが進み、子どもたちはセリフや動きを自分で選び、友達と助け合いな

がら練習しています。自主練する姿も多く「今日もやりたい！」と意欲満々です。小道具づく

りも行い、「木」は手や指、筆を使って大胆に色を付け、花を飾って完成させました。 

お手紙ごっこも始まり、子どもたちは 50 音表を見ながら丁寧に文字を書き、お当番が郵便

屋さんになり配達します。手紙が届く度に喜び、やりとりを通し友達の輪も広がっています。 

また、年長組合同のドッジボール大会では４チームで総当たり戦を行い、それぞれが得意な

動きを発揮して元気に楽しみました。 
 

【年中組】 

子どもたちは寒さに負けず、園庭で鬼ごっこや縄跳びを元気に楽しんでいます。年中から使

い始めた縄跳びは、体操で基本の跳び方を教わり、それぞれが目標に向かって意欲的に取り組

んでいます。 

 おゆうぎ会の練習も始まり、「早く踊りたい！」とやる気いっぱいの子どもたち。振り付け

を工夫したり、動きを大きくしたりと試行錯誤しながら、クラスみんなで楽しい舞台を作り上

げています。友達の良いところを褒め合う姿も見られ、成長を感じます。もうすぐ本番、お家

でもぜひお話を聞いてみてください。 
 

【年少組】 

11 月も子どもたちは鬼ごっこやかくれんぼ、落ち葉遊びなど外遊びを思いきり楽しみまし

た。タッチの工夫をしたり、一緒に隠れたりと遊びが発展し、数を数えたりじゃんけんのルー

ルも少しずつ身についてきています。落ち葉を使ったケーキや花束づくりを通して、季節の変

化にも気づきながら過ごしています。氷鬼や鉄棒・雲梯に挑戦する子も増え、「やってみた

い！」と意欲満々の姿が見られます。 

おゆうぎ会の練習では、衣装を楽しみにしながらアイデアを出し合い、友達の良いところを

見つけて伝え合う姿が印象的です。にこにこ笑顔で本番を迎えられるよう見守っていきます。

当日のお手伝いを引き受けてくださった保護者の皆様よろしくお願いいたします。 
 

【お知らせ】○12月 8日付で、年少ちゅうりっぷ組に園児 1名が入園します。 
 

師走を迎え、園内の木々の葉も色づき落葉するなど、寒さがだんだんと 

厳しくなってまいりました。猛威を振うインフルエンザの感染が広がぬよ 

う保育実践に努めてまいります。よろしくお願い申し上げます。 
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